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• 

• 
P盗犯

• 

• 

晴
れ
の
目
、
品
目
り
の
目
、
雨
の
日
、
前
に

変
化
す
る
天
地
の
姿
、
人
生
ま
た
同
じ
。
ゴ

ル
フ
に
も
全
く
通
じ
る
よ
う
で
、
暑
さ
、
寒

コ

さ

、

岡

、

パ

ン

カ

ー
あ
り
、
其
に
人
生
そ
の
も
の
と
市
々
思

っ

て
お
り
ま
す
。

私
の
ゴ
ル
フ
歴
は
、
約
加
年
。
た
く
さ
ん

の
先
端
方
に
ご
指
導
を
就
き
、
大
変
恵
ま
れ

た
ゴ
ル
フ
人
生
を
歩
ん
だ
よ
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
持
ち
方
と
振
り
方
を
教
え
て
く

れ
た
、
削
を
切
れ
な
い
原
さ
ん
。
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
取
り
取
り
、
寄
せ
ワ
ン
の
テ
ク
ニ
ツ

風
、
池
あ
り
、

谷
あ
り
、

ル
フ
と
人
生

競
技
委
員

斉
)藤

裕

ク
を
教
え
て
く
れ
た
大
橋
競
技
副
委
員
長
。

大
橋
さ
ん
の
栃
木
県
知
事
杯
優
勝
は
、
他
人

ご
と
に
は
思
え
な
い
感
激
を
昧
あ
わ
せ
て
裁

き
ま
し
た
。
タ
ッ
ク
を
組
ま
せ
て
戴
い
た
大

塚
さ
ん
、
パ
ン
カ
1
シ
ョ
ッ
ト
の
ご
指
導
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ル

l
ル
、
マ
ナ

!
と
プ
レ

l
後
の
楽
し
み
方
を
教
え
て
戴
い

た
桜
井
競
技
委
員
長
、
北
村
同
副
委
員
長
、

伊

k
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
期
待
に
そ
え
る

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

毎
日
、
毎
日
練
習
し
て
も
、

右
手
の
使
い

方
の
直
ら
な
い
、

D
ク
ラ
ス
の
大
森
さ
ん
、

ひ
た
む
き
な
ゴ

ル
フ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

首
が
鳴
ろ
う
が
、
風
が
吹
こ
う
が
、
雨
が
降

ろ
う
が
、
い

つ
も
淡
々
と
プ
レ
ー
を
続
け
る

円
引
さ
ん
。
。
別
れ
の

一
本
杉
4

の
よ
う
な
ゴ

ル
フ
を
す
る
篠
原
さ
ん
、
い

つ
も
ご
ち
そ
う

織
で
す
。
研
修
会
の
皆
様
、
お
世
話
に
な

っ

て
お
り
ま
す
。

優
秀
な
方
々
に
教
え
て
も
ら
っ
て
も
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
の
が
、

ゴ
ル

フ
と
人
生
。

せ
め
て
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、

る
く
爽
や
か
な
人
間
関
係、

旧川

希
望
と
ロ
マ
ン

に
満
ち
た
心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
、

盟
か
な
人
生
に
し
た

い
も
の
で
す
。

鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
素
晴
ら
し
い

コ
l
ス
、
レ
イ
ア
ウ
ト
と
、
メ
ン
バ

ー
の
暖

か
い
心
に
ほ
れ
て
十
余
年
、
早
春
の
凹
芹
を

つ
ま
み
、
春
の
た
ら
の
芽
、
し
ら
き
の
芽
を

つ
ま
み
、
夏
の
ち
た
け
、
秋
の
は

っ
た
け
を

つ
ま
み
、
皆
様
の
教
え
を
さ
か
な
に
、
ゴ
ル

フ
と
ア
フ
タ
ー
を
、
こ
れ
か
ら
も
、
悠
々
と

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
栃
木
県
下
都
賀
郡
花
住
)
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つ

汁

ス
内
整
備
状
況
に
つ
い
て

昨
年
は

H
K山
の
防
相
川
な
ど
に
よ
り
、
フ
ェ
ア
ウ

ェ
イ
の

.K新
作
業
を
は
じ
め
、
大
川
に
コ

l
ス
内

仙
叫
ん
備
が
巡
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
は
オ

l
ル
シ
ー
ズ
ン
を
通

じ
て
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
づ
く
り
に
重
点
を
山
き
、
民
新
作
業
を
は
じ

め
、
排
水
工
ド
下
、
カ

l
ト
路
の
完
備
、
テ
ィ

l
グ

ラ
ウ
ン
ド
川
辺
の
終
的
等
を
強
力
に
夫
施
し
て
い

く
所
存
で
す
。

と
く
に
、
本
年
は
コ
ー
ス
内
「
一引
が
多
く
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
プ
レ

l
進
行
等
制
か
と
ご

.
小
川
以
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
作
じ
ま
す
が
、
必
し

か
ら
ず
ご

f
A小
川
肋
り
ま
す
よ
う
お
胤
い
巾
し
上
げ

ま
す
。

主

な
コ
ー
ス
内
整

備

-
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
挺
新
作
業

-
昨
年
度
は
降
雨
絞
き
で
M
M
州
通
り
に
実
施
で

き
な
か
っ
た
た
め
、

5
H月頃、

北

・
耐
の
両

イ
ン
コ
ー
ス
の
凶
ホ

l
ル
を
予
定

-
テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
川
辺
の
準
備

-
附
段
の
改
修
(
此
令

5
4俳
ミ
ド
ル
ホ

l
ル
の

フ
ロ
ン
ト
テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
側
)

-
必
酬
の
ぷ
山

(廿
政
令

3
孫
ミ
ド
ル
ホ
ー
ル
の

テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
)

-
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
之
似
り
杯
、
ぇ
(
北
9

孫
ロ
ン
グ
ホ

i
ル
と
雨
1
得
ミ
ド
ル
ホ
!
ル

の
谷
フ
ロ
ン
ト
テ
ィ
l
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

一
部

-
そ
の
他

コ
ー
ス
内
創
部
に
ま
で
お
よ
ぶ
作
理
作
業
を

実
施

- 排
-11: 7}く
コ T

よ孟
テ 13べ 12 A イ[エ 10
イ得ン得 I(II おイ得
|ミトシ ~JI よ 中 ロ
グド 1，I，j ヨ水ぴ心ン
ラルグ | 第にグ
ウホリト 1 あホ
ン 1 1 ホ H る |
ドルン 1 11 11 Iレ
ji: の予ル 地税の
I!!IJ フ liijの 点 樹フ
のロの ，:':j 1M本 エ
池 ン自11 Jt~ j!1のア
il:a ト分 ・ のたウ

の
ラ
フ
よ
り
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
ま
で

の
部
分

3 

‘--畠
フロントティーグラウンド前の排水工事が完了した北13番 ミドルホール

-
出
コ

l
ス

-
M
孫
ロ
ン
グ
ホ

l
ル
の
第

1
打
川

M 地
It( ，'，'.;. 

1: I.t 

の
フ
:r.. 

ア
ウ
:r.. 

イ
1.~ 
luj 

-
げ
得
ロ
ン
グ
ホ
|
ル
の
・仙
脱
グ
リ

ー
ン
の
下
前
お
よ
び
・4
側
ラ
フ
の

却
分
(
陥
栄
俳
・ポ
)



-
U
且
合
ミ
ド
ル
ホ

i
ル
の
フ
ェ

T
t

エ
イ
全
体

(表
而
お
よ
び
一
郎
暗

渠
排
水

・
す
で
に
叩
%
終

f
)

ー-
F 

J 

防
球
ネ
ッ

卜
の
張
替
え

-
市
叩
得
ミ
ド
ル
ホ

l
ル
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
ホ
側

・
南
口
需
ミ
ド
ル
ホ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
表
側

-
此
金

1
4俳
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン

ド
右
側

〈木
村
・
ナ
イ
ロ
ン
ネ
ッ
ト
を
鉄
M
U
・
令
制
に

交
符
〉

~ 
カ
ー
卜
路
の
設
置
お
よ
び
改
修
・
舗
装
工
事

・
北
コ

l
ス

・
3
4俳
ミ
ド
ル
ホ
|
ル
の
フ
ロ
ン
ト

テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
の
部
分

-
9
得
ロ

ン
グ
ホ

l
ル
の
す
川
腿
グ
リ

ー
ン
右
側
を
延
長

-
H
得
ミ
ド
ル
ホ

l
ル
の
グ
リ
ー
ン

手
前
左
側
を
延
長

-
M
孫
ロ

ン
グ
ホ

i
ル
の
グ
リ
ー
ン

脇
よ
り
裏
側
ま
で
を
筏
絞

-
市
コ

l
ス
・

1
帯
ミ
ド
ル
ホ

l
ル
の
フ
ロ
ン
ト

テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
の
持
分

-
6
孫
ミ
ド
ル
ホ

l
ル
の
フ
ロ
ン
ト

テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
を
延
長

防E事ネットの張替え作業が終了 した黄金 1番ロングホール

.，
rL
コ
l
・
3
帯
ミ
ド
ル
ホ
l
ル
の
フ
ロ
ン
ト

ス

テ

ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
の
部
分

-
此
金
パ
ス
通
路
の
改
修
工
事

農 E

持'
H用
謂 1由

主権
翼る
報

当
倶
楽
部
で
は
、
川
町
必
薬
の
安
全
使
川
に
附
す

る
「
指
導
要
綱
」

に
恭
づ
き
、
左
記
の
通
り
水
山口

検
十
品
川
(
州
以
来
の
有
効
成
分
の
残
仰
の
布
無
)
を
・γ六

施
い
た
し
ま
し
た
の
で
御
山
靴
作
い
た
し
ま
す
。

検
心
品
川
十
刀
法
は
、
問
問山
川
内
以
来
分
析
法
と

m州
伐
山
川

内
阿
茶
分
析
法
に
よ
る
も
の
で
す
。

同
年
別
1

ド

民
-UJド
0
1
7
1
M叫

二

"
-l
'J
I
・

v

・-
町t

H

「

J

，、

司i
E

E

，
唱1
2
t
'ド
U

-
採
水
場
所
水
道
水
、

北
コ
l
ス
口
需
ミ
ド

ル
ホ
|
ル
の
池
水
、
市
コ
|
ス

口
得
ロ
ン
グ
ホ

l
ル
の
池
水
の

=
.ヶ
所

-
M
品
川
市
谷
ぷ
料
と
も
似
の
法
準
以
ド

(
公
引
け
と
な
る
よ
う
な
濃
度
は

允
凡
さ
れ
ず
)

〈
今
後
の
調
査
時
期
》

ぶ
、
秋
の
良
薬
使
m
H
m
の
多
い
時
期
を
巡
定
し
、

毎
年
二
同
実
施

《
農
薬
の
適
正
使
用
マ
ニ

ュ
ア
ル
》

芝
生
合
鉱
山
梨
の
使
川
は
も
ち
ろ
ん
の
引
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
対
す
る
注
立
。
胤
、
州
、
池
や
河
川

の
流
入
防
止
等
、
危
山
口
防
止
に
つ
と
め
、
使
川
誌

も
H
M
小
限
に
と
ど
め
、
で
き
る
だ
け
存
性
の
低
い

薬
剤
を
選
ぴ
、
維
持

mwmを
し
て
行
く
ト
刀
剣
で
す
。

4 



50 31 
円月 '
と 1
な日
りよ
まり
しゴ
たル
。フ

保
険
料
が

こ
れ
ま
で
も
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
皆
様
か
ら
、
プ
レ

l
中
の
災
心
A

尺
以
害
等
を
保
証
す
る
た
め
、
ゴ
ル

フ
ァ
ー
似
険
料
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

3
月
1
日
よ
り
ゴ
ル
フ
ァ
ー
保
険
の
料
率
変
更
に

伴
い
、
現
行
刊
円
か
ら
印
円
に
改
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

何
卒
ご
理
解
、
ご
了
氷
を
印
刷
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

升

け

|
予
約
の
ご
案
内

ωお
巾
し
込
み
は
、

み
下
さ
い
。

ωお
巾
し
込
み
時
点
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
全
は
の
フ

ル
ネ
l
ム

・
会
員
番
号

・
ご
述
絡
先
の
一
屯
話
番

号
等
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
大
勢
の
川
場
合
は
、

F
A
X
(
0
2
8
9
1
7

5
1
2
1
3
7
)
か、

郵
送
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

ω土
曜
日

・
日
曜
日

・
祭
日
の
予
約
は
、
受
付
開

始
日

ご

ヶ
月
前
の
同
日
)
当
日
の
み
は
、

左

記
の
氾
括
の
み
で
受
付
致
し
て
お
り
ま
す
。
(午

前

ω時
1
、
休
業
日
は
瑚
耳
目
)

8
0
2
8
9
1
7
5
1
3
8
2
4
1
5
 

ω右
記
の
受
付
開
始
日
の
翌
日
以
降
は
、
左
記
の

泣
訴
で
も
受
付
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

下
さ
い
。
な
お
、

予
約
受
付
時
間
は
午
後
5
時

ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
8
9
1
7
5
1
2
1
3
1
(代
)

。
日
附
日
の
プ
レ
ー
は
、
第
三
、
第
四
日
附
咽
E
J

会
以
各
位
が
直
接
お
巾
し
込

正
会
日
の
み
、
そ
の
他
の
円

附
日
は
メ
ン

バ
ー

一
名
に
つ

き
ビ
ジ
タ
ー
三
名
ま
で
同
伴

可
と
な
り
ま
す
。

。
土

・
祭
日
の
ビ
ジ
タ
ー
同
伴
は
、

一
名
の
メ
ン

バ
ー
に
つ
き
三
名
ま
で
に
な

り
ま
す
。

。
平
日
の
予
約

・
プ
レ

l
日
の
二
ヶ
月
前
の

同
円
、
午
前

ω時
よ
り
受
付

.
三
組
以
上
は
会
員
の
同
伴
、

そ
の
他
は
会
員
の
紹
介
を
必

要
と
し
ま
す
。

。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
右
却
の
終
日
に
応
じ
た
受

コ
ン

ペ

付

〈，ナ
逃
の
な
い
競
技
〉

前
月
の
1
日
午
前
日
時
よ

り
予
約
セ
ン
タ
ー
に
て
受
付

〈
予
選
の
あ
る
競
技
〉

競
技
手
帳
に
受
付
日
記
峨

。
供
楽
部

公
式
競
技

司

汁

ン
セ
ル
の
際
は
必
す

5
目
前
ま
で
に

ご
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
な
さ
る
場
合
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
に
て
お
待
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
の
際
は
必
ず
5
日
前
ま

で
に
ご
泌
総
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
が
た
び
か
さ
な
る
方
に
は
、

や
む
な
く
今
後
の
ご
予
約
を
ご
違
法
制
刷
う
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
ゑ
知
お
き
下

さ
い
。

訂

討

費
一納
付
の
ご
案
内
に
つ
い
て

5 

当
倶
楽
部
で
は
、
平
成
2
年
度
年
会
費
納
入
の

ご
案
内
を
1
月
中
旬
に
各
会
員
総
宛
に
送
付
い
た

し
ま
し
た
。
ご
多
忙
中
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
ご
納

付
の
際
に
は
、
同
封
い
た
し
ま
し
た
指
定
の
納
付

古
用
紙
に
て
銀
行
振
込
な
さ
る
か
、
ま
た
は
、
プ

レ
ー
に
お
越
し
の
際
、
当
倶
楽
部
会
員
諒
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
巾
し
上
げ
ま
す
。

〈〉
会
日
積
別
に
よ
る
年
会
資
額
(
年
額
一税
込
)

例

人

正

会

員

2
0
、
6
0
0
円

法

人

正

会

員
(
1
名
)
2
0
、
6
0
0
円

個
人
平
日
会
U

1

2

、
8
7
0
円

法
人
平
U
会
以
(
1
名
)
1
2
、
8
7
0
円

※
地
方
会
民
、
海
外
会
日
抜
い
の
巾
約
を
則
自

ま
で
に
提
出
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
次
の
よ

う
に
減
額
に
な
り
ま
す
。

地
方
会
員
(
王
・平
日
北
ハ)
6
、

海
外
会
日
(正
・平
日
北
ハ)

3
、

1
8
0
司

0
9
0
円

訂

制
変
更
は
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。

本
作
も
災
訓
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
会
日

の
符
僚
も
住
所
変
更
を
な
さ

い
ま
す
場
合
は
お
早

め
に
、

東
京
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
2
0
3
1
5

6

3
1
1
8
9
1
(代
)
)
ま
で
ご
述
絡
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。



無本I
休年'
lこ 5
て月
営 ・
業 6
い 月
た と
し10

3? 
11 
月
も

会
員
の
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
、
本
年
も

5
月

・
6
月
と

ω月
・
日
月
の
シ
ー
ズ
ン
中
の
各

2
ヵ

月
間
を
定
休
日
を
返
上
い
た
し
ま
し
て
無
休
に
て

営
業
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
月
も
通
常
営
業
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
体

制
で
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
と
く
に
、
こ
れ
ま
で

月
附
日
に
プ
レ
ー
を
ご
希
望
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
、

ご
利
問
い
た
だ
け
な
か
っ
た
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
お

出
掛
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ

ま
す
。

ブブI
レ口'

ヤキ
| ヤ
のデ
皆イ
様委
ヘ員
4会
っか
のら
お
願

。
テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
で
は
、

煙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

。
打
つ
人
以
外
は
、
芝
保
秘
と
危
険
防
止
の
た
め
、

絶
対
に
テ
ィ

l
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
上
ら
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
ヵ

l
ト
路
の
閃
係
で
カ

l
卜
が
迂
回
す
る
場
合

等
は
、
ク
ラ
ブ
を

2
、

3
本
お
持
ち
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
コ
l
ス
内
で
の
プ
レ

l
進
行
に
つ
い
て
、
前
の

飢
と
の
間
隔
を
あ
け
す
ぎ
な
い
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
各
位
の
管
制
怖
に
現
在
、
プ
ロ
・
キ

ヤ
デ
イ
委
員
会
か
ら
以
上
。
4
つ
の
お
願
い
H

の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
ス
内
祭

-
コ
ン
ペ
幹
事
情
憾
の
悩
み
を
解
消
!

a

売
庖
に
コ
ン
ペ

賞
昂
セ
ッ
ト
を
各
種
と
り

そ
ろ
え
ま
し
た
。

コ
ン
ベ
粋
事
般
に
と

っ
て
以
も
印
刷
耐
の
夕
、不
と

な
る
の
が
コ
ン

ペ
の
賞
品
。
ス
タ
ー
ト
的
の
あ
わ

た
だ
し
い
中
、
限
ら
れ
た
予
算
で
参
加
者
に
故
大

限
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
抗
日
間
選
び
を
す
る
の
は
並

大
阪
の
苦
労
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
当
供
楽
部
克
広
で
は
、
コ
ン

ペ
の
人
数
、

ご
予
算
に
応
じ
た
各
秘
抗
品
セ
ッ
ト
を
と
り
そ
ろ

え
、
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
以
一不
の
見
本
以
外
に

も
、
カ
タ
ロ
グ
に
あ
ら
ゆ
る
ケ

l
ス
に
応
じ
た
セ

ッ
ト
を
川
志
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
公
特
に
お
山中
し
つ
け

下
さ
い
。

いブ 1
たレ '
し|
まヤ
す|
。の
皆
様

へ
お
願

ク
ロ
ー
ク
係

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
刷
・
し
上
げ

ま
す
。

ク
ロ
ー
ク
で
は
、
キ
ヤ
デ
イ
パ
ッ
ク
を
例
は
「ス

タ
ー
ト
コ
ー
ス
別
」
に
、
州
り
は
「
上
り
コ

l
ス

別
」
に
整
理
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
朝
の
混
維

時
を
緩
和
し
、
ス
タ
ー
ト
を
よ
り
繁
速
化
す
る
た

め
、
到
着
時
に
は
は
っ
き
り
と
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス

を
ク
ロ
ー
ク
当
得
へ
伝
、
え
て
パ
ッ
ク
を
お
渡
し
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

土
・日
・
祭
日
は
、
お

一
人
で
来
場
の
方
も
必

ず
ス
タ
ー
ト
を
ご
予
約
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
お
知
ら
せ
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
土

・
円
・
祭
H
に
お

一
人
で
ご
米
場
の
万
の

た
め
の
ご
予
約
ワ
ク
を
、
拡
大
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
お
一
人
で
お
見
え
の
場
合
も
必
ず

ス
タ
ー
ト
を
ご
チ
約
の
上
、
ご
米
州
場
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
山中
し
上
げ
ま
す
。

土

-
H
・
祭

U
の
川
他
殺
解
消
の
た
め
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。。μ 州競技

ホーlレインワン記録'Jlo1o '外
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JGAゴルフ規則の変更につL、て
1989年10J-J7 IJ HにてJG A (日本ゴルフ協会)におけるlレーlレ改正指導により、これまでに数rulj(ニバし、

スモールポー1レの祭止なと'数年以上にわたって判定的に経過!1¥';i'UUJHIJが認められておりましたが、本11'1月 l

uより 実施する.i!Eびとなりました。

ここに主な改訂J去を列小しましたので、ぜひメンバーのブi も熟読の上、 }111解トーさいますようお腕i~ 、 Ij l しょげ

ます。

(1) ゴルフ ・ポール

1990年 1J J 1 11より、全てのクラブ競技においてスモール・サイズのゴルフ ・ポール使川を祭JI二します。

(2) クラブフェ ースの溝

LI本ゴルフ協会は1990年 1JJ 1 nより、 アイアン ・クラブのilYi申lJは別行ゴルフJ;l!.l1ljにかじιしたr30皮測定法」

をiiliJ日することになりました。このiffiUIJ(こft'い一部のアイアン・クラブ(ピン ・アイ Hてす;)のi淀川が祭11:にな

りますが、 1990年3JJ3111以前に製造されたイミ迎合のピン ・アイ nアイアン及び、 l，iJ様のt品川また、そのHIJ

1%が脱11リにイミ迎合のアイアン ・クラブの使JIJは1995{f'.12JJ3111まて寸前-(.JUIHIJとして許，，[する。

(3) バターのグリップ

1990年 1JJ 1 nより、 変形したバターグリップの使)IJを祭11:します。

使川祭11:となるクラブのグリップl手、下記のI!!!りです。

※ ただし、、'i(!~楽部競技においての実施11_\・JUJについては、 (3)は 3 fJ3111までを'1可之JUJIIIJとし、 4Ji 1 11か

ら完全実施といたします。

1 バター以外のクラブのグリップ

附属規則 1I >l1 4 条j;g l 項 cイ)俄断面が慨ね円形で節目がなく~っすぐで少し盛り上がったリブを 1 ;本グリップの長さ全体

に組み入れることができる。

F付属規則11冒;4条第1項c八)グリップは先細Dする乙とはできるが、途中によ盟主主主七もしくはこ三立す1.J をつけてはな

らない。

附属規則IIID4条第 l項cニ)パター以外のクラブの7')-:;プ位制純l革、之主之ト1--0)盤盤と一致していなければならない。

遣反随所 ③図-3のグリップは8角形であり、おおむね円形と認めら

図-1

A点の酬が附属鹿町11-'1-

Icハ}の%、〈らみ， B 
点の所が'くぴn，ている

ので不迎合である.

②図-2のグソップはシャフトの軸線に対して多小角度があ

って、グリップの輸線と一致していないので規則4-1Cニ)

に違反である。なお、バターにはこの規則l立通用されない。

一仁三三E---そ÷モ::; ~~~3:-~:î.: : :三三 ~ 11=--__ .. 
図-2 1ク J・ヲ柏綜

2 バターのグリップ

れないので不適合となる。 12角形でも24角形でも同じであ

る。

盛側一側側側側面側面羽田【側・唱団側側l'
図-3

.} 
附属規則IIm4条第 1J頁cロ)パターのグリップは、その検断函に凹みがなく、グリップの良さ全体にわたって塑担堕型で

あれば、償断函は円型でなく互主主心。

的民規則日第4条第 1J頁c八)グリップは先制りすることはできるが、途中によ墜主盈Jもしくは「くびれJをつけてはな

らない。
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1989 CLUB CHAMPIONSHIP 

E霊童覇 〔平成元年度 視楽部選手権)

斉藤裕一氏が4年ぶり3度目のチャンピオンに。

五十嵐秀夫

巻図修一

司

正

ザ方山田

渡部

3位

H立

3位

H立

くファーストフライト〉

優勝斉穣裕一

準優勝 北村 純一

メダリスト 斉腹 裕一

くセコ ンドフライ ト〉

優勝船渡川伊利子

準優勝大塚勝己

(南コース) 前列左から準優勝・北村氏、優勝・斉務氏

後列左から4位・巻田氏、3位・五十嵐氏の入賞者たち

ファースト ・フラ イ ト

セコンド・フライト

甘，j可t量3 f主l-ki.主出現

'9 
J~ li 
111 1-

胤

修秀
)< 

J
h
p
a
qu

R
U
O
A
V

AHV
AHV

AHV

'
i

'
l

・1
1

4
9
u
内

4

9

M
4
9
4UT

M
A
官

民
d
p
D
F
D
ι
v
民
u

ι
u
ι
v
pnv
ι
v
nhυ

pnv
po

nhU

FO

白
v

u
，z
'
z

'
A

'
i
'
A
'EA
唱

i

'A
司

1
2
i
'
i
'A

冒
且

t
i
t
-
A
2
4

守

l

過
量

、

N
FhV

AHV

Q
d
nmU
9
-

o
d

aaτ

'
i

?
"
『
u

'
i
Q
d
AHv
q
d

T
a

o
d

目
“
一

i
q
u

a-
q
u
q
u

s
q

q
u
v
aq
a
q
aq

a
-
a
q
q
u

aaτ

q
u

aaτ

q
dV

91ι 
:

圃

玖
一
汀
5

0

4

7

7

6

0

1

2

7

8

8

9

2

6

5

q
L
P
印
刷

qa
a
-

q
o
q3

q
o
『
ω

必
喝

s
-
a婚

q
o

qJ

q
d
今

O

A
性

qO

4aτ

3:{予選成績

〈ファーストフライ ト〉

福
生
、

N
7

・
Fnv
Q
U

Fh
d
n
v

'
i

nxu

n
4

0
8

1
A
n
JU
F
h
d
の
4

q
u

n
Ju
qO

R
剣

一

ll
qυ

司
u
q
u

a
-
『
u

au守

qd

a
q

q
u

a
a
y
a
q
dq

aq

aq

A
守

aq

，h
』

』

次
一
汀
7

7

3

8

2

4

8

7

9

0

0

0

1

8

5

7

'i

p

m
q
u

q
u

aq

『
υ

a
q

an守

q
d

q
u
『
u

a
uτ
a
q

a
q

aq

q
uw
a
q

q
u

斉藤 rriー

北村純一

Ji.-I-胤秀夫

学rJJ J~~~ ~台

坂巻 h1i 

{'I'村健也

五)Jム-飽
f色UJ il:夫

合ilt克J!iJ

JJsi頼誠

近隣 舛

f}ti翠磁

を川 修-

{'I'* 九，'11，'/

鈴木 与1-

IfJw.t 博司

1 I:r. 
2位.

31主
4{立

5 f，'1. 
6位.

7 {:[ 

81な

9 {包

101:r. 
11 f.:r. 
12{:1. 

13{:1. 

141主

15{:{. 

161立

内 I1:出
1: ，:-:j ，1， JJII 大当日泌合船

，1， 111 孜ほ }Jj・ffU 111渡

1・I(h nl1 f/.: 
IX ，;)弘己 的，1: ~守 下
(6) (9

' 
(7) (7) (7) (7) (4) (1"1，) 

船渡川OLf')( 3位決定戦

仲
山波
111 m; 

'j) 

前列左から準優勝・大塚氏、優勝・紛波川氏

後列左から4{立・渡部氏、 3位・山田氏の入

賞者たち

9 

165 

165 

165 

166 

166 
166 

167 

167 

白
ν

9
&

a
U
司

t

q
Jv
n
u
a
U
9
&

aa可

aq

『
u

au噌

a
q

aq

q
Jv

aaτ

R
U
'
i

q
U
FO

Q
M
AU

n
4

n
，h
 

内

4d

an--
an-z
n《

d
内

4Jv
an--

an--
aaa

今

'

q
d
q
O
Aυ
a
q
--

F
O
唱

i

an噌

an幽

z

an噌

an"-
a
m
崎・
4n宅

an凶

τ

aaz

〈セコンドフライ ト〉

1 I:r. ~-:j 111 J相大 40 

2 f:r. 栗原 ')j 39 

31・:1. ::'klll 将 43

4 f:r. IJIJ1比弘 43

51立 大塚 IIO己 40 

61:r. f.i波川伊利子 45 

7 f担波書B iE 41 

8 f立 illUI j~'H 42 
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1989 GRANDSENIOR CHAMPIONSHIP 

防軍琵事暦ヨ 【平成元年度 グランド包ニア選手権 t 

小山久男氏が初優勝。

前列左から準優勝・林氏、優勝・小山氏、 3位・白根氏、
後列左から 4位・北田氏、5位・佐蔵氏の入賞者たち

画 予選 9月27日制 決勝 10月8日(日)

圏 各18H.S.P (スクラ ッチ)北コース

圏 年齢満60歳以上

予選 iJと )J~
，ーーー《ーーー、 ~ーー《ーー『、

OUT IN OUT IN TOTAL 

{{f )J券 小1I1 久リ} 37 38 36 40 151 

ベ訂正)J券 林 ゴミ)J券 35 36 39 41 151 

3 {主 (-1m ~Jf i台 44 39 37 40 160 

4 {立 :JtlJl 8. 41 40 40 42 163 

5 f-，'(. f!i:勝敏次 41 42 40 42 165 

〔 平成元年度 ャキャプテン杯 〕

石川康徳氏が見事、2連覇を飾る。
圏 予選 7月30日(日) 銅 決勝 8月 6日(日)

圏 各18H.S.P 黄金・衛インコース

くファーストフライト〉スクラッチ

チj~ i)tll渉
，......-̂ー『 戸ー~一、
質量期間賞金南IN TOτAL 

優 勝石川 W1:.i¥ 34 38 41 41 154 

準低~IJ券 Ijlll[( i欠M主 39 39 38 40 156 

3 {立 白井 11:-- 39 39 41 38 157 

4 {立 i償尼 ~ 37 40 42 38 157 

5 イ立寺方盟ih 38 40 40 40 158 

くセコンドフライト〉アンダーノ、ンディキャップ

(.~ 決勝
，-'、ーーー、 ，-'、ーー、
貴金問IN 賞金商IN H∞P NET 

低 l妙必仕l 武j主: 39 42 42 44 26 141 

i¥r!{{f)J防|刻 ，E)W 39 41 42 44 24 142 

3 {主 仲村健也 40 40 41 41 20 142 

4 イな I'G JE 39 41 42 45 22 145 

5 {江 IIIIU 7~' líJ 40 40 43 44 20 147 

前列左から準優勝.m図氏、優勝・石川氏
後列左から 4位 ・4蹟尾氏、 3位・臼井氏、 5位・寺方氏

前列左から準優勝・関氏、優勝・松図氏
後列左から 4位・西氏、 3位・{中村氏、5位・山図氏

1989 CAPTAIN CUP 
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圏平成元年8月度月例杯(黄金・南インコース)

<Aクラス〉 (11m 
賀会 商イン TOTAL岨CP 旺T

{金 IJJj j渡辺 一弥 38 39 77 11 66 

IV! I~1防伊藤 f，f二 39 38 77 10 67 

3 f."( 小林さっき 37 40 77 10 67 

4 f."!. IIILI 忠幸 41 39 80 12 68 

5 11.谷'1' iJ'jo-;J 38 39 77 9 68 

Iif. 古橋成人 37 42 79 11 68 

s. G 大紛脊犬 37 38 75 

くBクラス〉 (公)

優勝 N￥ it¥政 39 37 76 13 63 

11'!1-妥1m 令 f 秀犬 38 42 80 15 65 

3 1な小野 4主lリJ39 41 80 14 66 

4 1江安川 政府137 43 80 14 66 

5 1江命、11I ft -I~ 39 42 81 14 67 

6 1在大!l'f ，11， ヲ'~' 39 41 80 13 67 

s. G lf:単 ì~(，'J( 39 37 76 

<cクラス〉 (l:1:j) 

l会 1]11 1品l川邦彦 42 42 9.532.5 

II'!催JJR ィIllI 品弘 42 42 8，533.5 

3 {立 小林 {'I;. 44 4410.533，5 

4 1主 '1リ'1;¥ 1干J)) 43 43 9 34 

5 I:l 小松道武 44 44 9.534，5 

6 1主 ，'f'lf ill!上 44 44 9.534.5 

B. G 石川品弘 42 42 

高E人ーのため主主!JI'J削 'J第22'<<①のl:ll択によ り

9 ホールのスコアをイi効 と し‘ 量~!JI'成，Y. とする.

くDクラス〉 (1:1制時々 公)

{愛 1m 武藤 総 48 45 93 22 71 

il'li'会IJJl 1I!I'f 1'"i三 47 49 96 24 72 

3 Iif.金 f 本 44 54 98 26 72 

4 1在亦;);1 ;:';jlリJ49 45 94 22 72 

5 {主淀川A知恵子 49 51 100 27 73 

6 I.'l. IIJ LI 百1 49 49 98 24 74 

B， G 式必 総 48 45 93 

-写真は各競技の優勝者

圏平成元年 7月度 月例杯 (北コース)

くAクラス〉 mj) 
制JT 刷 TQTAl H民ヨf' NET 

優勝 )11川述Jミ 42 38 80 12 68 

1Ir.~圧勝大川成じ 39 43 82 12 70 

3 l:t 小川・;i夫 43 39 82 10 72 

4 1立 iUt -犬 41 40 81 9 72 

5 11. 絹111 実 42 40 82 10 72 

6 f."J: 1刻 IEtll1 45 39 84 12 72 

s. G WFmlï'i~J 39 36 75 

くBクラス〉 (I!N) 

優勝 11J nJj 39 41 80 16 64 

司自優勝 江 1-1必リJ 37 42 79 14 65 

3 I~ <rrf・ ，71'{. 41 39 80 15 65 

4 {立 1.1111 lIil 39 42 81 14 67 
， 

5 {立似i{l '/;0111 43 38 81 14 67 

6 {立川日11谷芳制 45 39 84 16 68 

s. G illl .;己リ'J 37 42 79 

くCクラス〉 (告:のち雨)

優勝 林 虫IU史 41 42 83 19 64 

1¥'11.発勝 :AH': 0:;， 44 43 87 21 66 

3 {，~ iWr! 1事1f 41 46 87 21 66 

4 {:[ 1日間11 i'r也 42 44 86 18 68 

5 {主 I~:J十手 l.iiチ 39 46 85 17 68 

6 {主駒形陥1/ 41 45 86 17 69 

B. G 林 1Il:!虫 41 42 83 

くDクラス〉 (~去のち雨)

{会 l勝 仁，'11. 悦!It 45 38 83 23 60 

現'11妥勝司J川 1i"リ') 40 42 82 22 60 

3 {立虫~i}{ -y，・μ; 42 44 86 24 62 

4 {主Jl!~ ，'::j 40 44 84 22 62 

5 {在 lfil，'{ ，1:羽I42 46 88 25 63 

6 (主村i本 i奴 42 44 86 22 64 
~ 、

B. G ィ;川 li"リ) 40 42 82 
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RESULTS ~ 
圏平成元年10月度 月例杯(北コース) 圏平成元年 9月度 月例杯 (南コース)

くAクラス〉 (l1t'!) くAクラス〉 (11，'0 
OUT 山 TOTAL HDCP NET 

優勝刈 i:!t さ~;リJ 43 36 79 11 68 
OUT IN TOTAl HDCP r-.ET 

?を Jln I1J仁I ，11ιラド 41 40 81 11 70 

準{剣勝林 ~t俊 38 43 81 12 69 司M妥Jl静編LlI 尖 39 41 80 10 70 

3 鋭的水敏久 41 39 80 11 69 3 lil 新川 一夫 42 40 82 11 71 

4 {立侃問 :A 38 41 79 9 70 4 r.立地~n !<<!勝 41 42 83 12 71 

5 位山崎博百1 41 35 76 6 70 5 ilL 合i!t 克JIII 42 38 80 9 71 

6 Iv. illJ老JJ;[ t，'l 41 42 83 12 71 6 1(( 川，r.~ 敏犬 43 39 82 11 71 

B， G 1守藤総- 35 37 72 B， G I~'(lTI ;大占住 37 39 76 

くBクラス〉 (II~Iのち公) くBクラス〉 (II~D 

l{f )防署~m Psr1;' 39 41 80 15 65 優勝林 iid圭 38 42 80 15 65 

準優勝 !日間1; 釘也 41 42 83 15 68 lllifoifJI事菊池':1'行 38 43 81 14 67 

3 Iv. .(~nt o;l91~ 43 40 83 15 68 3 11. fJlJi事 1J 39 43 82 14 68 

4 {立中木都也、 42 41 83 14 69 4 f立 111)11 ;f11)'jl 39 45 84 16 68 

5 1.立術的 !fl.弘 43 39 82 13 69 5 r.立花川俊二 43 41 84 15 69 

6 f立鈴木秀夫 43 40 83 14 69 6 f主総本安三 42 42 84 15 69 

B. G 駒形除ヲ4・ 39 41 80 B. G :tt 来{畳 38 42 80 

<cクラス〉 (土1:11守々 11，'1) くCクラス〉 (1Ii'i ) 

ffk JJ# -WPI日公lJJ 40 38 78 18 60 i会 !防 j反サl' !gJj# 43 42 85 18 67 

取優勝 井上 'lS犬 42 40 82 20 62 l.II'司会!防武藤良!m 41 44 85 18 67 

3 1.立U!d Ji: 47 41 88 20 68 3 {立武井文:9J 42 44 86 18 68 

4 f立市防相j光 42 45 87 19 68 4 f立 1湯本誠二 43 46 89 21 68 

5 flf. .1ヒ村 i1，' 42 45 87 19 68 5 f:r. 金子 彪 43 43 86 17 69 

6 位奈良古11'91夫 46 44 90 21 69 6 fli. ]j.)J f，(茂 45 42 87 17 70 

B. G {割引11 公9) 40 38 78 B. G j};{}ド!.l.'，JI# 43 42 85 

くDクラス〉 。Ij与のち公) <0クラス〉 (111'1) 

i会 l妙子原宏次 45 40 85 26 59 {会 JIJ1 ~Iîfll> 長三 43 49 92 28 64 

司l¥foifJI# 1;f;lml f量消 43 42 85 24 61 司自信量l防 紫崎 Jl創立 49 46 95 30 65 

3 r.立木下 All美 45 42 87 24 63 3 {立1!tt 周iもも 43 46 89 22 67 

4 I主 11J111 jlli 41 49 90 27 63 4 lli. 佐久1111バぷ 46 44 90 22 68 

5 f主 ))11勝 山 ，;1 44 51 95 30 65 5 {立荒井知!JX子 45 50 95 27 68 

6 位 鈴木章介 45 45 90 24 66 6 fli. Illr日 楽之 50 46 96 28 68 

B. G 干坂 道Ii大 45 40 85 B. G .llii r，Ji益 43 46 89 
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69 -写真は各競技の優勝者

圏平成元年12月 ラストコール杯(南アウト・賞金コース) 圏平成元年11月度 月例杯 (市コース)

くAクラス〉 (lIi~J' ) くAクラス〉 (lIi~) 
爾アワト 賞金 TOTAL HOCP NET OUT 刷 TOTALHOCP NET 

優勝天谷正!I~ 40 41 81 12 69 優勝石ヲ1: 隆 40 42 82 12 70 

準優勝lEI剣晃由 42 38 80 9 71 準優勝小川卓夫 40 41 81 10 71 

3 t主部~Jíl( 勇 39 39 78 7 71 3 位藤井 1長 44 39 83 12 71 

4 (立 rrrliH<I'f!H住 39 44 83 12 71 4 位石川忠男 39 44 83 11 72 

王 位 111'1' 帥 42 39 81 9 72 5 (立松村 ~~ 43 39 82 10 72 

I立金井 功 42 42 84 12 72 6 f立~í.':fl 洋 45 38 83 10 73 

B. G :JI~IJ;( ')j 39 39 78 B. G 大橋 f1夫 38 40 78 

くBクラス〉 (lIi'l') くBクラス〉 (11古)

優勝胤IIU 官、 42 42 84 16 68 優勝山日ミ ]1 39 40 79 13 66 

司~\俊11芽 ('I'f.J !妻子::-~J 40 43 83 13 70 機優勝藤mi克美 41 39 80 14 66 

3 (立制IiJ亘 !!日犬 41 44 85 14 71 3 (立 l)t~事正美 40 44 84 14 70 

4 (立昔~安政雄 45 42 87 16 71 4 (立官財1: ，y;拐 41 44 85 15 70 

5 (立小封H兼一 45 40 85 13 72 5 位大瀬良勝夫 45 43 88 16 72 

6 (立 k，¥fI1三.1111 46 42 88 16 72 6 (主小梨久l引.1111 44 41 85 13 72 <'" / ， 

B. G fiI'H多主イ!lJ 40 43 83 B. G i!ilI illi 39 40 79 

くCクラス〉 (必ーのちrll) くCクラス〉 (lIj'/) 

優勝山崎 I台 44 44 88 21 67 優勝 1~~~íl 光リIJ 42 44 86 21 65 

準f袋)協 '1'111 幸1(1; 45 42 87 20 67 準優勝 :)'i，jjI( 好羽1 46 42 88 20 68 

3 (立 l;.JJ女茂 45 43 88 21 67 3 (主 戸ほ隆明 42 45 87 17 70 

4 f.立且&}J;( 秀一 41 43 84 17 67 4 (立 !ぷ聞 勝 48 40 88 18 70 

5 (立 i!rt'i 洋一 46 41 87 19 68 5 (立伊藤 勇 43 49 92 21 71 

恨Jt1 .lI転成 45 43 88 18 70 6 似合-{. 災 39 50 89 18 71 

G 越l原秀一 41 43 84 B. G 保)j( 光リJ 42 44 86 ， 

くDクラス〉 (111的 くDクラス〉 (~l時々lIi'j)

優勝本多本うた 43 41 84 22 62 {長 JJ事 Bド川 11，'1夫 43 46 89 26 63 

準俊JJ書)-'谷謙次 44 44 88 23 65 準優勝川川伝之 45 47 92 26 66 

3 (立野村敏弘 46 47 93 27 66 3 位牧IIf 邦彦 41 51 92 26 66 

4 tir. 小ILI 延キ 46 45 91 25 66 4 (立加藤利l人 45 49 94 28 66 

5 (J!. 下山政111{ 47 47 94 27 67 5 (立 ~~，_ IJ 1 縦三 49 47 96 27 69 

6 (立: 中キJ 寸法fE 52 46 98 30 68 6 (立大~ :Ili!U 44 47 91 22 69 

B. G 本多孝夫 43 41 84 B. G '1'川 H月夫 43 46 89 
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RESULTS ~ 
圏平成元年 9月度平日杯 (南コース) 圏平成 2年 1月度 月例杯 (IHコース)

(曇) ...... ー』
OUT 刷 TOTAl H回目PNET 

e予 (公のちIIj'i)優勝 111中 香 44 45 89 26 63 <Aクラス〉
司自優勝 川原塚徳治 39 46 85 22 63 OUT 酎 rOTA.LH以:P NET 

優勝若色 m夫 39 38 77 9 68 
3 {主. 資聡 t告 42 44 86 22 64 

i判長l砂臼山 m敏 39 41 80 12 68 
B. G mr:1 )，心幸 36 42 78 

3 {立 Jj'ir -jfi 42 39 81 12 69 

4 {:立 主音FJI 災 39 38 77 8 69 
圏平成元年11月度 平日杯 (市コース) 5 位淡iK 仁 38 42 80 11 69 

(崎)

4・h 6 位~他 m次 36 37 73 3 70 
OUT 刷 TOTAlH田 PHE.T B. G ~~他 mìX 36 37 73 

優勝 ir:Jt- 滋 41 38 79 12 67 

司自俊勝 総本 総量主 47 44 91 20 71 

3 Gr. 1li.井広志 44 44 88 17 71 

明よ 漕 |くBクラス> (附)
B. G ir~ l' 滋 41 38 79 

優勝述縦 一on 41 42 83 15 68 

lj1!俊勝*谷経済 43 40 83 14 69 
圏平成元年 7月度 レディス杯 (北コース) 3 位竹i事 iJI二 41 44 85 16 69 

(公のちI荷)

• 
4 位縞FIl 三Oll 41 45 86 16 70 

OUl 刷 TOTAl同記PNEl 5 位高安]:;忠子 45 41 86 14 72 
優勝熊谷幸子 42 40 82 22 60 

6 {立中村獅P~ 39 46 85 13 72 
IjII俊勝菊池明子 43 45 88 23 65 

B. G ill藤 -DII 41 42 83 
3 {立大向洋子 46 45 91 25 66 

B. G 熊谷幸子 42 40 82 
マ司、""'_')Y <cクラス〉

圏平成元年10月度 レディス杯 (北コース) 優勝

(lIj'/ ) 

。
態優勝

OUT 刷 TOTAlHOCP NEl 3 位
優勝船波川市子 49 45 94 30 64 

4 位 |印-11"のため中止
司11I妥勝 J日江務子 50 46 96 26 70 

5 位
3 {立松永克子 48 45 93 22 71 

6 {立
B目 G 船渡川伊利子 44 41 85 

B. G 

圏平成 2年 1月度 新年杯(北コース)
くDクラス〉 (lIi'D 

(IIU) 
優勝縦必光百1 40 47 87 22 65 以JT 刷 TOTAL川)CPNET 

。
後 nn ~'f l付克己 44 47 91 27 64 i悼優勝 i'f...t; ~!lt 45 48 93 27 66 
司自優勝 :!.um'!'¥-oll 46 46 92 28 64 3 (立高tl:.!~ /([ 46 45 91 23 68 
3 位 9~3!. 治 43 40 83 19 64 4 位 大場修- 44 51 95 27 68 
4 {:r. 石川五維 35 36 71 6 65 5 位佐藤博久 46 45 91 22 69 
5 {立 jii川 l捗 41 42 83 17 66 6 Iす入汀[((嗣 47 49 96 26 70 
B. G 石川五!f~ 35 36 71 B. G 村i松光官J 40 47 87 
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①
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②
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⑥
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⑩
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。

⑪
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。

に二二ごコ

冒

倶
楽
部
選
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権
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コ
ン
ド
フ
ラ
イ
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優
勝
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①

〔
住
所
〕

栃
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県
安
鋭
部
阻
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見

6
8
2

②

〔
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年

8
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幻

u

③
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ル
フ
歴
〕
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④
ゴ
ル
フ
を
始
め
ら
れ
た
き

つめ叫
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。
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⑤
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均
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⑥
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ら
れ
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事
な
ど
)

常
に
基
本
に
一
民
る
こ
と
。

⑦

-
-
れ
ま
で
に
公
式
競
技
の
優
勝
経
験
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

昭
和
臼
年
度
キ
ャ
プ
テ
ン
係

・
セ
コ
ン
ド
フ
ラ

ノ

q
L
'

@
今
回
、
勝
て
た
主
な
原
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

ア
プ
ロ

ー
チ、

パ
ッ
ト
が
・民
か
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
御

一
緒
さ
せ
て
川
引
い
た
ぶ

述
、
キ
ヤ
デ
ィ
ー
さ
ん
も
・
口
氏
い
人
で
し
た
か
ら

力
が
人
ら
ず
で
き
た
が
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

⑨
当
倶
楽
部
の
好
き
な
コ

l
ス
・
嫌
い
な
コ

l
ス

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
簡
単
に
。

雨
コ

l
ス
4
、

5
得
州
ホ
!
ル
と
も
に
、
打
ち

込
ま
れ
た
事
が
あ
る
の
で
鰍
い
で
す
。

他
は
ど
の
コ
!
ス
も
好
き
で
す
。

⑩
ゴ
ル
フ
に
関
し
て
の
モ

ッ
ト
ー

楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
。
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⑪
今
後
の
目
標

倶
楽
部
選
手
権
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
で
予
選

に
残
る
こ
と
。

⑫
そ
の
他

(特
に
記
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
願
い
し
ま
す
。
)

コ
ー
ス
の
従
業
以
の
凶
行
娘
、
競
技
委
は
の
皆
娘、

い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ぢ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
欽
し
ま
す
。

①
〔
住

所

〕

束
点
郎
荒
川
区
荒
川

7
l
uー

9

②
〔
生
年
月
日
〕

昭
和
4
年

5
月
幻
日

③
〔
ゴ
ル
フ
歴〕

初
年

H
D
C
P
6

④
ゴ
ル
フ
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け

・
動
機

家
業
が
飲
食
業
の
為
、
外
で
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と

六
う
が
で
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

⑤
毎
月
の
ラ
ウ
ン
ド
回
数
(
平
均
)

川以
近
や
や
多
く
5
1
6
同

⑥
日
頃
の
練
習
方
法
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特
に
心
が
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て
お
ら
れ
る

事
な
ど
)

1
i
の
あ
る
総
出
場
で
打
込
む
こ
と
と
パ
タ

l

グ
ラ
ン
ド
セ
ニ

ア

選
手
権
優
勝

小

山

久

男



を
も
う
少
し
良
く
な
る
よ
う
に
と
心
が
け

ヲ令
。

⑦
--
れ
ま
で
に
公
式
競
技
の
優
勝
経
験
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

脱
出
の
セ
ニ
ア
と
今
回
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ニ

ア
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u川
ス
ポ
ー
ツ
の

H
刊
シ
ニ
ア
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
太
平
洋
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。

⑨
今
回
、
勝
て
た
主
な
原
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

川以
近

総
門
と
ラ
ウ
ン
ド
川
数
が
多
く
な
っ

た

-・
⑨
当
倶
楽
部
の
好
き
な
コ
l
ス
・
嫌
い
な
コ
l
ス

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
簡
単
に
。

と
く
に
好
き
鰍
い
な
し
。

⑩
ゴ
ル
フ
に
関
し
て
の
モ

ッ
ト
ー

尚
必
も
ゴ
ル

フ
も
あ
き
ず
に以内
力
す
る
が
。

⑪
今
後
の
目
標
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と
ゴ
ル

フ
が
山
米
る
ま
で
統
け
た
い
と
思
う
。

キ
ャ
プ
テ
ン
杯

フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ラ
イ
ト
優
勝

・
I

H
川

作
H
ト
川

U

V
A
-
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B
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①

〔住
所
〕

栃
木
以
上
郎
灯
郎
州
方
村
山
ハ心h
f
6
9
6
1
1

②

〔
生
年
月
日
〕

附
利
同日
年

1
月
幻
口

③

〔ゴ
ル
フ
歴
〕

5
年

H
D
C
P
2

④
ゴ
ル

フ
を
始
め
ら
れ
た
き

っ
か
け

・
動
機

集
中
力
と
桁
神
力
の

h
H

川
紛
(
ル

l
ル

・
マ
ナ
ー

を
修
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
山
形
成
と
約

神
修
必
に
役
〈
立
て
る
。
)

⑤
毎
月
の
ラ
ウ
ン
ド
回
数
(
平
均
)

4 
fil! 

⑥
日
頃
の
練
習
方
法

(特
に
心
が
け
て
お
ら
れ
る

事
な
ど
)

糾
山中川
場
で
は、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
と
集
中
力
を
-
H

川

め
る
こ
と
に
机
ぶ
し
て
迎
に
約
刷
発
打
つ、

h
h

、

別
川
は
迎

一
i
二
一口
、
ジ
ム
で
体
力
怯
化
の
た

め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
る
。

⑦
こ
れ
ま
で
に
公
式
競
技
の
優
勝
経
験
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

日
刊
ジ
ュ
ニ
ア
市
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
優
勝
、
来

日
本
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

マ
チ
ュ
ア
選
手
権
3
位、

栃
木
以
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
巡
下
続
準
催
勝

⑨
今
回
、
勝
て
た
主
な
原
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
作
り
に
成
功
し
た
こ
と
。
一

打

一
打
に
集
中
し
て
れ
分
の
ゴ
ル
フ
が
川
水
た
。

①
当
倶
楽
部
の
好
き
な
コ
l
ス
・

嫌
い
な
コ
l
ス

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
簡
単
に
。

特
に
な
し

⑩
ゴ
ル
フ
に
関
し
て
の

モ
ッ
ト
ー

初
神
力
の
強
化

(山川
に
平
常
心
を
保
ち、

迎
切

な
状
況
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
'H
分
に

勝
つ
こ
と
だ
と
思
う
。)

。
今
後
の
目
標

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

一
人
で
も
多
く
の
ぷ
述
を
作

り
、
悦
野
を
広
め
て
知
議
と
救
出
党
を
身
に

つ
け

る
こ
〉
』。

キ
ャ
プ
テ
ン
杯

セ
コ
ン
ド
フ
ラ
イ
ト
優
勝

松
岡

武
彦

①

〔住

所

〕

消
王
山
川
行
凶
市
政
原
町

3
1
日
l
m

②

〔生
年
月
日
〕

れ
勾
，

ド
「

'i
'ー
の4

・1

1
胃

i
d
i

'
i

，E'
i
E
S

③

〔，コ
ル

フ
歴
〕

同
年

H
D
C
P
U

④
ゴ
ル
フ
を
始
め
ら
れ
た
き
っ

か
け
・

動
機

友
人
に
す
す
め
ら
れ
。

①
毎
月
の
ラ
ウ
ン
ド
回
数
(平
均
)

2
川

⑥
日
頃
の
練
習
方
法
(
特
に
心
が
け
て
お
ら
れ
る

事
な
ど
)

ス
ケ
ア
ー
な
ア
ド
レ

ス
を
保
つ
。

⑦
--れ
ま
で
に
公
式
競
技
の
優
勝
経
験
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

@
今
回
、
勝
て
た
主
な
原
因
は
何
だ
と
思

い
ま
す

品
川

0

・知
欲

①
当
倶
楽
部
の
好
き
な
コ
l
ス
・
嫌
い
な
コ
l
ス

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
簡
単
に
。

相
川
令

2
許
-
人
一
倍
必
5
R
し
て
ト
ー
タ
ル

1
ア
ン

ダ
ー

十川

H
孫

-HM
近
5
R
し
て
ト
ー
タ
ル

8
オ
l
パ

⑩
ゴ
ル
フ
に
関
し
て
の
モ

ッ
ト
ー

コ
ン
ペ
チ
タ
!
と
の
た
た
か
い
よ
り
コ

ー
ス
と

の
た
た
か
い
を
五
視
し
た
い
。

⑪
今
後
の
目
標

旬
年
、
前
年
の
平
均
ス
コ
ア
ー
を
上
川
わ
る
いや
。

/-.. . 
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午後
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、委長夫 4 乎に校 (t) (11) (11) (11) (11) 2 U H U 夫 4 

1 L.l. H寺 似つ委 つ 名、、，，¥IJ 11年

2 1 r-、

島~‘ jUl a比
技

場 LI 委

会a301F- A l4A i 
議分成 〕
主よ元

り fド
12 
H 
17 
LI 
(11) 
主F
後
4 
11キ

4
、

議

事

ω平
成

2
年
度
関
東
似
楽
部
対
抗
競
技
に
つ
い

て
・
5
灯
却
日

ωに
山
即
刻
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
附
併
さ
れ
ま
す
、
附
京
倶
楽
部
対

抗
栃
木
第

一
地
区
千
巡
競
技
に
当
似
楽
部
が

出
場
す
る
こ
と
を
了
示
。

間
供
出
端
部
対
抗
競
技
の
峡
補
選
手
選
出
に
つ
い

て
A
ク

ラ

ス

似

弁
剛
腕

一
、
大
橋
行
夫
、
大
時
制
的
、

十点
品
川
辺
次
、
千
侃
正
浩

B
ク

ラ

ス

北

村

純

一
、
斉
藤
裕
一
、
民
田
次

雄
、
正
木
進
、
日
下
部
古
川力、

一H川
瀬

減
、
篠
Mm明、

巻
川
修

一
、
本
川
山門小

※
右
お

H
名
を
平
成

2
年
度
の
川
以
楽
部
対
抗
代

表
選
手
候
補
と
し
て
選
山山
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ

る
研
修
会
で
代
表
選
手
を
正
式
決
定
す
る
こ
と

が
水
叩
岬
附
さ
れ
た
。

ωそ
の
他

・
・平
成

2
年
度
川
例
が
競
技
の
当
得
委
日
が
決

冠
。

A
ク
ラ
ス

桜
井
委
H
H
H
K
、
大
橋
副
委
H
H
長
、

鈴
木
委
員
、
出
問
委
以
、
紛
凶
委
民
、

B
ク

ラ

ス

似

介
委
H
H
H
訳
、
北
村
刈
委
以
円以、

古川
勝
委
以
、
引
ル
妥
ハH
、
石
川
安
以

C
ク

ラ

ス

絞

弁

委
ハH
H
K
、
大
焔
副
委
以
長
、

出
上
委
員
、
谷
律
委
以
、
篠
原
委
員

D
ク
ラ
ス
桜
井
委
日
長
、
北
村
副
委

U
H訳、

ド
内
他
委
民
、

矢
内同
委
以

上
述
樹
委
川
以
(
が
は
仙
川
)
高
川
勝
支

配
人
以
下
2
名

4
、

議

事

ω競
妓
規
則
の
改
定
に
つ

い
て

・
競
技
付
則

(ロ
ー
カ
ル

・
ル
ー
ル
)

第
7
丸山
ス
ト
ロ

ー
ク

・
プ
レ
l
に
お
い
て

は
ラ
ウ
ン
ド
小
、
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
を
終
え
た

グ
リ
ー
ン
上
、
お
よ
び
そ
の
グ
リ
ー
ン
を

u

撚
と
し
て
練
出
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

(
述
反
者
は
失
絡
と
す
る
。
)
を
次
の
通
り
改

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

-
〈
改
定
条
文
〉

第

7
条

ス

ト
ロ
ー
ク

・
プ
レ

l
に
お
い
て

は
ラ
ウ
ン
ド
中
、
練
山
中
H

グ
リ
ー
ン
上
の
練
山中日

を
除
く
会
て
の
練
習
ス
ト
ロ

ー
ク
を
祭
止
す

る
。
(
述
反
者
は
失
絡
と
す
る
。
)

問
ス
モ
ー
ル
ボ

l
ル
の
使
川
然
止
に
つ
い
て

問
パ
タ

l
の
グ
リ
ッ
プ
に
つ
い
て

ωク
ラ
ブ
フ
ェ

ー
ス
の
椛
に
つ
い
て

※
当
供
楽
部
の
競
技
に
お
い
て
は

ω、
凶
に
つ

い
て

3
M
幻

U
ま
で
を

W
定
州
問
と
し、

4
月

1
日
か
ら
完
全
災
施
す
る
こ
と
が
委
以
会
で
ぶ

M
附
さ
れ
た
。

〈
J
G
A
(
H
本
ゴ
ル
フ
協
会
)
に
お
け
る
競

妓
規
則
の
改
定
箇
所
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は

7
・
8
ペ
ー
ジ
に
縦
説
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご

一
説
ド
さ
い
ま
す
よ
う
お
胤
い
巾
・
し
上
げ
ま

す
。V

3

山
山
州
串
引

い
位
弁
剛
腕

一
委
H
H
X

大
統
山
川
夫
刈

示古
川以
氏、

北
村
純

一
一川
妥

U
HK、

斉
藤
総

一
委
川、

鈴
木
口升
委
以
、

脱
出
次
雄
委
民、

白
井
庄

一
委
比

谷
沖
澗
安
以、

篠
川
出
明
委
以
、
矢

内阿山
防
委
ハ以

(が
は
仙
川
)
古川
勝
支
配

人
以
下
2
名
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鹿沼サツキの発祥

日本で生まれ、 U'*特イiの花木とされているサツ

キ。j京事if!は、今もなお九州やI釘紀地方にIff性してい

る赤一色で何の変位もない lil純な花であったが、 一

般の花に比べ、 M変:i1t伝 fを t;rつため突然変;l~で保

々な色彩の花を持つところが者目された。

このツツジ科に属するサツキが、 一般にIl~ < I~ll:~ 

として愛好され始めたのがいつ頃かということはハ

ッキりしないが、 ~J戸時代 ・ 元被 5 '1"' (l 692{1'-)に、

将軍家の御用地木職人だった伊藤伊兵術の符による

「長生花林抄Jというサツキの専門古が1-1'，ているとこ

ろをみると、江戸時代にはすでにサツキが大名、武

士の1111苦手で愛好されていたことがう かがえる。サツ

キが大衆化 し、 一般人の1111に広がったのは明治維新

以後ではないかとJ3.われる。

脱出市におけるサツキの照史は比較的新しい。今

でこそ本場と言われているが、 l明治の末でも京J;~の

J必示会ではl鹿i討の人の~は，'1'， なかったと言われてい

る。それがこのように産地化したのは、胤HHli-"::;'

から山る特産品の胤m l'.と、サツキの魅力にとりつ

かれた多くの人述の.t.'I?~によるところが大きい。

}ÆfRニI~は}泥沼市のJ~.f.J"mlで井戸を嬬ると、必ず純

状のjli.色い土がIl'.てきたことから井戸土臼呼ばれた。

このよは併馬県の赤城山からの噴出物で、今から 3

)j11'._ 5 万年前に l吹き上げたものが、県内に.lff~.f!'íし

たものである。

毎年にぎわいを見せている*さっき祭り。

今でも人気を集めτいる*日光'

jたm土をサツキと初めて結ぴつけたのは、 l鹿沼市

サツキの先駆す;と汀われた故・福山i目t(大氏であった。

栽培にt.'i熱を傾けていた稲汗;氏が、大11:3
'
1'、ある

サツキ業名ーからサツキの姉3lニを依制され、初めて脱

出土を使ってサツキの抑芽したところ、これが好Jd
紛をあげた。これに着目した放 .IffU ltllili氏が当H寺、

防玉県の徐栽ぷ・秋本新蔵氏に脱出土のイパtを紹介。

この秋本氏により令i王|に鹿if'o土が1ぶめられ、 I~ll芸m

_I".として令問的に愛好者の問で使われるようになっ

た 。 その後、脱出市においてサツキ~H熱は正.J まり 、

全|王l的にもブームを築くまでに至った。以後、例年

かごとに(20{1'.<-らいをJMJVJとして)ブームも過熱し

たり、 下火になったりしてきたが、サツキブームが

危機を迎えるその11年々に、新品純の改良 ・11トl発があ

った。

昭和10年代の1i境11ド11の危織を救い、戦後、 (20年~

30年代)ブームをまき起こした大輪花。それが飽き

られた後、 H行利40年代を支えた剣弁の花。さらに臼

玲 ・光琳等の車Ji品組、そして光の司 ・秀怖の光等の

スターが誕生し、昭和45-50{f.にかけて全1"1的な一

大サツキブームが的l米した。

このサツキブームに来ってJfi品川市内でも、これま

での愛~f才?からぬみ・が館業としてサツキ生産を手掛

けるようになり、ビニールハウスによる生保技術の

縦立と fl l まって大川生産II:~'代となった。

当時、このブーム対応の一環としてdimリでも、サ

ツキの路地形成を強力に4ft;隼。文字どおりノel'fi[-の

I--:"(;_地とすべ〈昭和47{1'.にサツキの花をili花に制定し、

市民ぐるみでサツキ愛好熱を高めると)~に、ノ任問的

にみてもi比大胤般のi!I(し物 ・IJiU討さっき然 りなどを

挙行しはじめることになった。
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